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論的に当然であるが，実際には，比較的まれなもの
とされている。胃出血の発症に先立ち，狭心症発作
を訴えた，患者 2例を経験した。第 1例は 37才，
男子，数年胃症状があったが，アスピリン服用後，
狭心症を起こし，他の 1例は 34才，女子で，パス旅
行の途中で，突然，狭心症をおこし，当病院に収容
され，それぞれ，急性胃出血を原因とするものと，
判明し，胃切除術を行なうことにより，無事，救命
することが出来た。
諸家の報告によると，狭心症発作を有する，患者
の手術死亡率はかなり高率を示しているが，冠不全
に対する改善策を充分行ない，心電図を示標にしな
がら手術を行なえば，より良い成績をあげることが
出来ると考える。
なお，併せて，当病院における，胃疾患手術例の 
心電図所見について，考案を加えた。
39.若年者に発生した横行結腸癌の 1例
蒲田総合病院
宮島哲也，大倉正二郎，和田房治
症例， 22才，男，昭和 40年 4月 13日，突然発作
的な右季肋部痛を感じ，某医にて虫垂切除術をうけ
たが，症状軽快せず， 5月末ごろより交代性下痢，幅
気，腹部膨満感加わり，当院内科にて受診，癒着障
害の診断で加療したが，軽快せず) 6月 28日入院，
亜急性イレウスの診断にて外科転科， 7月 20日手術 
施行，腹腔内に多量の腹水を認め，横行結腸に鶏卵
大の腫癌を認めた。病理組織診断は腺癌であり，淋
巴腺転移を認めた。
結揚に発生する癌は 50才台に最も多く， 30才以
下の発生頻度は 1，-.， 3%である。部位別では，本邦
では，右側結腸，外国では左側結腸に多く，横行結
腸には少ない。性別では1.5，-.， 3.2倍と男子に多い。
症状では腹痛，腹部膨満排便障害，腫癌が重要な症
状である。本症の予後は 5年遠隔約 50%と良好で
ある。 
40.胃リンパ肉腫の治験例
熱海胃腸病院
野本高志，吉田充，小林繁次，
福田俊夫，依田勇二，原田康行
昭和 35，-.， 40年までの当院における胃癌 140例中，
胃肉腫は 2例(1.4%)であり， 2例共にリンパ肉腫
で、あった。 1例は 66才女子で主訴は心宮部痛，曜
気であり，術前診断は胃癌である。腫癌は幽門部後
壁小轡寄りにあり，胃切除術兼リンパ節廓清術を施
行した。転移は胃周囲リンパ節に見られた。本症例
は Endoxanの投与をうけ，術後 3年 2カ月の現在
健康である。 他の 1例は 71才女子で，吐血を主訴
として来院し，胃癌の診断のもとに胃切除術兼リン
パ節廓清術を施行した。腫癌は体部前壁大雪よりに
あり，胃周囲リンパ節に転移を認めた。 25病日でい
わゆる術後 Enterocolitisを生じ死亡した。本邦に
おいては胃肉腫は少なく，本例を含め 31例にすぎ
ない。 
41.後腹膜腫虜再発についての 2・3の検討
小宮山病院久賀克也
症例， 44才男，主訴，腹部腫癌，昭和 37年 5月
25日，腫虜刻除，重量 1850g，組織診断は脂肪線維
腫，昭和 40年 4月 2日，再度腹部腫癒を訴え，刷出 
手術を行なった。組織診断は混合腫蕩で悪性化が認
められた。診断は第 1回手術の再発で、あった。これ
は第 1回の組織検査の際，腫癌の一部のみの検査で
診断を行なったため誤診されたもので，後腹膜腫蕩
には悪性のものが多く，また良性のものでも再発が
多く，さらに悪性化の可能性もあるため，組織診断
は慎重に行ない，さらに術後の経過観察を息つては
ならないことを指摘した。
42. V.S.D.を伴なう胃癌の 1治験例
長狭国保病院斎藤全彦，石島福昭
私達は V.S.D.を伴なう胃癌の 1治験例を得たの
で報告する。患者は 45才男性で，生来身体発育悪
く，家庭医にて心臓噛息の治療をうけたが，某医で
先天性心疾患を指摘された。
その後運動時に心惇充進のみで，チアノーゼを見
ることもなく， 27才で結婚し，農業に従事した。本
年 8月頃より胃腸障害出現，某医を訪れ，胃癌の診
断をうけたが心臓悪く手術不能といわれ，われわれ
の所に来院した。種々心臓理学的検査ならびに胃部 
X線検査により心室中隔欠損を伴なう胃癌と診断
し，われわれはこの患者が手術に耐えうるか，経過
を観察しながらジギタリスクールを施行してから， 
BII結腸後胃空腸側々吻合である， V.S.D.の予後
について文献的考察を試みた。私達はこのような 
V.S.D.を有する患者に対し，それが代償期にある
限りにおいて積極的に手術すべきであると考えここ
に報告した。
